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桂川町告示第97号 

 平成29年第３回桂川町議会臨時会を次のとおり招集する 

    平成29年７月18日 

                                桂川町長 井上 利一 

１ 期 日  平成29年７月25日 

２ 場 所  桂川町議会議場 

────────────────────────────── 

○開会日に応招した議員 

原中 政燧君          林  英明君 

杉村 明彦君          大塚 和佳君 

澤川紀代子君          北原 裕丈君 

下川 康弘君          竹本 慶澤君 

藤川 正恭君          青柳 久善君 

────────────────────────────── 

○応招しなかった議員 
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平成29年 第３回（臨時）桂 川 町 議 会 会 議 録（第１日） 

                             平成29年７月25日（火曜日） 
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議事日程（第１号） 

                         平成29年７月25日  午前10時00分開会 

 日程第１ 署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 議案第23号 平成２９年度社会資本整備総合交付金事業桂川駅南地区防災調整池護

岸設置工事（２工区）請負契約の締結について 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 議案第23号 平成２９年度社会資本整備総合交付金事業桂川駅南地区防災調整池護

岸設置工事（２工区）請負契約の締結について 

────────────────────────────── 

出席議員（９名） 

２番 林  英明君       ３番 杉村 明彦君 

４番 大塚 和佳君       ５番 澤川紀代子君 

６番 北原 裕丈君       ７番 下川 康弘君 

８番 竹本 慶澤君       ９番 藤川 正恭君 

10番 青柳 久善君                 

────────────────────────────── 

欠席議員（１名） 

１番 原中 政燧君 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

         事務局長 神崎 博和君 

────────────────────────────── 
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説明のため出席した者の職氏名 

町長  井上 利一君   副町長  森山 一平君 

教育長  瓜生 郁義君   総務課長  弓削 孝徳君 

企画財政課長  山邉 久長君   建設事業課長  原中  康君 

建設事業課長補佐  小金丸卓哉君   住民課長兼会計管理者 坂井 習司君 

 

午前10時00分開会 

○副議長（林  英明君）  おはようございます。 

 本日の臨時議会には、執行部は、町長、副町長、教育長、会計管理者、関係課長及び課長補佐

のみが出席しています。 

 それでは、ただいまの出席議員は、９名です。定足数に達していますので、平成２９年第３回

桂川町議会臨時会を開会します。 

 本日は、議長が欠席しておりますので、地方自治法第１０６条第１項の規定により、副議長の

私が議長の服務を行います。 

 これより、本日の会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．署名議員の指名 

○副議長（林  英明君）  会議録署名議員の指名を行います。 

 本臨時会の署名議員は、会議規則第１２４条の規定によって、９番、藤川正恭君、１０番、青

柳久善君を指名します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２．会期の決定 

○副議長（林  英明君）  会期の決定についてを議題といたします。 

 お諮りします。本臨時会の会期は、本日１日間にしたいと思います。これに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（林  英明君）  異議なしと認めます。したがって、会期は、本日１日間に決定しまし

た。 

 これより、町長の挨拶を受けます。井上町長。 

○町長（井上 利一君）  おはようございます。 

 梅雨明けとともに、連日厳しい暑さが続いています。また、今月５日からの局地的な集中豪雨

により、朝倉市や東峰村、大分県日田市等において甚大な被害が発生しました。犠牲になられま
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した方々の御冥福をお祈りしますとともに、被害を受けられました皆様に心より御見舞を申し上

げます。なお、被災地復旧のための町職員の派遣につきましては、福岡県町村会を通して対応し

たいと考えているところでございます。これから、台風シーズンを迎えますので、防災・減災の

ためにさらなる警戒をする必要があると考えております。 

 さて、本日は、平成２９年第３回桂川町議会臨時会を開催しましたところ、議員の皆様におか

れましては、公私ともにお忙しい中にもかかわりませず、御出席を賜りまことにありがとうござ

います。 

 本日の臨時会に提案します議案は、平成２９年度社会資本整備総合交付金事業桂川駅南地区防

災調整池護岸設置工事（２工区）の工事請負契約の締結についてであります。 

 本議案は、かねてから取り組んできました桂川駅南地区の防災調整池護岸設置工事を施工する

ため、今回入札を行いましたので、その結果を報告し、議会の議決を求めるものでございます。

本工事を施工することにより、駅周辺地区の水害等の防災・減災を図るとともに、住環境の整備、

向上に寄与できるものでございます。 

 議案内容につきましては、担当課長が説明いたしますので、慎重審議の上、議決賜りますよう

お願いを申し上げまして、提案理由の説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

○副議長（林  英明君）  本臨時会に上程された案件は、議案１件であります。 

 それでは、日程に従い、上程いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第３．議案第２３号 

○副議長（林  英明君）  議案第２３号平成２９年度社会資本整備総合交付金事業桂川駅南地区

防災調整池護岸設置工事（２工区）請負契約の締結についてを議題といたします。 

 本件について内容の説明を求めます。原中建設事業課長。 

○建設事業課長（原中  康君）  当議案説明におきましては、議案書の内容説明を私より、工事

概要については小金丸課長補佐が説明いたします。 

 それでは、議案第２３号平成２９年度社会資本整備総合交付金事業桂川駅南地区防災調整池護

岸設置工事（２工区）の契約について、御説明いたします。 

 議案書１ページをお開きください。 

 工事名、桂川駅南地区防災調整池護岸設置工事（２工区）。 

 工事箇所、飯塚市平塚。 

 工期、契約効力発生の日から平成３０年３月１５日まで。 

 請負契約額、７,４８１万８,０８０円。 
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 工事請負人、住所、桂川町大字土師２０８４番地１、株式会社藤川重機建設、代表取締役藤川

武則。 

 契約の方法、指名競争入札。 

 提案理由につきましては、桂川駅南地区防災調整池護岸設置工事（２工区）を施工するため、

工事請負人を定めましたが、その者と工事請負契約を締結するに当たり、町議会の議決をお願い

するものであります。入札年月日、指名業者及び工事箇所図につきましては、別紙に参考資料と

してつけさせていただいておりますので、説明を省略させていただきます。 

 工事概要につきましては、図面により説明させていただきます。ただいまより準備をいたしま

すので、少々お待ちください。 

○建設事業課長補佐（小金丸卓哉君）  それでは、工事概要につきまして、建設事業課小金丸が説

明いたします。座って説明させていただきます。 

 平成２９年度社会資本整備総合交付金事業桂川駅南地区防災調整池護岸設置工事（２工区）請

負契約の締結についてということで、説明させていただきます。 

 資料の内容といたしましては、最初に位置図お示しいたします。その次に計画平面図、そして

横断図、最後に鋼矢板打設工法について御説明いたします。 

 まずは、位置図でございます。 

 右側に、国道２００号ございます。こちらが桂川駅でございます。今、赤で示しているものが

山崎・上深町線、今道路工事が進んでいる路線でございます。調整池につきましては、諫山医院

の交差点から入って、三角形に見えるこのアパートの裏の田んぼの部分に調整池を計画しており

ます。 

 続きまして、平面計画図ですが、まず、２８年度施工済みの部分は、この着色しているこの延

長の部分になります。これは、昨年度１工区として、鋼矢板護岸それから笠コンクリートを施工

しております。今年度平成２９年度施工分の２工区につきましては、赤で着色している部分にな

ります。こちら側の辺で１３ｍ、こちら側の辺で４３.５５７ｍの護岸を設置する予定にしてお

ります。 

 工事概要ですが、こちら側に記載しております。鋼矢板圧入矢板長１０.５ｍ、矢板の枚数が

４０枚、延長が３６ｍ、それから、鋼矢板の長さが９.５ｍ、この長さの矢板の打設が２３枚、

延長で２０.５５７ｍ、合わせまして５６.５５７ｍの施工になります。 

 その次に笠コンクリート、これが延長で８８ｍ、掘削工、体積で２,７３０ｍ３、ブロック積

み工、面積で８３ｍ２、底張りコンクリート、面積で８７３ｍ２、アスファルト舗装、面積で

１７０ｍ２、ネットフェンス、高さが１.８ｍで忍び返し付きの物ですが、延長が１５１ｍ、門

扉が３カ所となっております。防災調整池の貯水量といたしましては１,９００ｔ、これは体積
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でいくと１,９００ｍ３の水を蓄えることができる規模の物でございます。 

 今回の工事は、この矢板の打設、それからこのぐるりの矢板ができ上がりますので、中の掘削、

それからここで示しております斜路になるんですけれども、維持管理用の重機が調整池のそこに

入れるような斜路の建設、それからこのエリアが維持管理用の重機が入る部分になるんですが、

ここの整地、アスファルト舗装の仕上げとなります。そして、このぐるりのネットフェンス、そ

れから入るための門扉の３カ所がこの場所、車が入る門扉、人が入る門扉、それともう１カ所こ

こに人が入る門扉が設置される計画となっております。 

 続きまして、横断図の説明をいたします。 

 まず、調整池の断面をこれ示しております。この部分が護岸となる鋼矢板の図面でございます。

そして、ここを掘削いたします。調整池の底面、底については張コンクリートを施工いたします。

そして、調整池の外側、ここにネットフェンス、人が入らないようにネットフェンスを設けます。

調整池の深さですが、地表面からおおむね３ｍ程度の深さとなります。そして、水がたまる量で

すが、最大この底面から平均水深として２.４５ｍの深さに、ここまでは水がためられますとい

う規模のものでございます。そして、底面には、先ほど御説明しました底張りコンクリートがあ

りますという図面でございます。 

 続いて、ネットフェンスの構造について御説明いたします。地表から高さ１.８ｍのネットフ

ェンス、これにプラスして、忍び返しということで、有刺鉄線を張りまして、この高さが

０.４５ｍ、４５cmの高さになります。このようなネットフェンスを周囲に張りめぐらすことに

よって、先ほど示しました深さ３ｍの調整池になるんですが、中に人が入って落ち込んで事故の

ないように、しっかり安全管理をするというものでございます。 

 最後に、鋼矢板打設工法について御説明いたします。 

 工法といたしましては、ここに示しますように、硬質地盤クリア工法という特殊な工法を使っ

ております。これは、矢板の圧入ということで低振動、低騒音を実現する工法でございます。そ

の工法について絵で示したいと思います。 

 最初のこの絵が側面図ということで、エンジンユニット、これがもう動力の部分ですね。これ

とつなぎまして、これが実際に矢板を打ち込む機械でございます。ここが、この部分がもう矢板

の絵となっておりまして、ここが新しく矢板を打ち込む部分になります。この先端に、オーガー

といいましてドリルのようなものがついております。これで、地盤をもみほぐしながら矢板を圧

入していく、押し込んでいくという工法になります。この右側の図面が、布掘りとありますが、

この図面のこちら側から見た図面となります。押し込んでいくということです。 

 施工順序といたしましては、先ほどのこの本体の部分に鋼矢板をクレーンでつっていきます。

そしてここにセットする。そしてドリルで、オーガでもみ込みながら圧入をしていきますという
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順序でございます。これをずうっと圧入していきまして、所定の位置まで圧入すると、今度これ

をまた上に引き抜きます。そしてまた次の矢板を打ち込んでいくと、シャクトリムシのようにこ

れが動いていきながらどんどん鋼矢板を打ち込んで行くという工法を採用しております。 

 説明は、以上でございます。 

 簡略な説明ではございますが、御審議の上、議決賜りますようよろしくお願いいたします。 

○副議長（林  英明君）  これより質疑を行います。ただいまの課長の説明に対して、質疑あり

ませんか。澤川議員。 

○議員（５番 澹川紀代子君）  日本共産党の澤川紀代子です。 

 まず、申し上げたいことはですね、ただいまの図面の説明がありましたけれど、いただいたこ

の資料は、余りにも字が小さくて何が書いてあるのか見えないんですよ。だから、もう少し資料

はですね、見える大きさにしたものを配付してほしいと思います。要求です。 

 次に、今回のこれは、入札があったわけですよね、それを認めてほしいということだと思いま

す。入札結果をお尋ねしたいと思います。一番高い金額を入札された金額、業者お願いします。 

○副議長（林  英明君）  原中建設事業課長。 

○建設事業課長（原中  康君）  澤川議員の質問にお答えいたします。 

 ７者で入札を行ったわけですけれども、一番高かった業者ということで言うと、７,１５０万

円で、株式会社香翠園が一番高かったという結果でございます。 

○副議長（林  英明君）  よろしいですか。澤川議員。 

○議員（５番 澹川紀代子君）  税を外した額をおっしゃっているんですね。税込み幾らになるん

ですかね。 

○副議長（林  英明君）  原中建設事業課長。 

○建設事業課長（原中  康君）  今の金額につきましては、おっしゃるとおり税抜きの額でござ

いまして、それに８％掛けると７,７２２万円でございます。 

○副議長（林  英明君）  澤川議員。 

○議員（５番 澹川紀代子君）  この資料見せていただきますと、落札をしたところは、藤川重機

ということでありますけれど、私の記憶だと、前回の１工区のときも藤川重機が落札したように

思います。もし、間違っていたらごめんなさい。それで、そのときの落札額と、それからどのく

らいのパーセンテージっていいますかね、その設計額に比べてどのくらいのパーセンテージで、

今回のとも含めてですね、落札したのか教えてください。 

○副議長（林  英明君）  原中建設事業課長。 

○建設事業課長（原中  康君）  今回の落札率でございますけれども、９６.７９％でございま

す。 
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○副議長（林  英明君）  前回は。 

○建設事業課長（原中  康君）  済みません。ちょっと去年の入札率につきましては、資料を用

意しておりません。済みません。 

○副議長（林  英明君）  よろしいですか。 

○議員（５番 澹川紀代子君）  はい。 

○副議長（林  英明君）  ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（林  英明君）  これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。討論ありませんか。澤川議員。 

○議員（５番 澹川紀代子君）  済みません。反対の立場で討論に参加します。今、説明を受けま

したけれど、この７,０００万という数字は、競争原理は働いていないように感じられます。そ

の結果、高い落札額になり、それでもって契約するというのはいかがなものかと思います。よっ

て、反対します。 

○副議長（林  英明君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。ほかに討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（林  英明君）  これで討論を終わります。 

 反対討論がありますので、これより、議案第２３号を採決します。起立により採決いたします。

本件は、原案のとおり決することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○副議長（林  英明君）  起立多数であります。したがって、議案第２３号平成２９年度社会資

本整備総合交付金事業桂川駅南地区防災調整池護岸設置工事（２工区）請負契約の締結について

は、可決することに決定しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○副議長（林  英明君）  以上で、臨時会に付議された案件は、全て議了しました。 

 よって、平成２９年第３回桂川町議会臨時会を閉会いたします。 

午前10時26分閉会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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      会議の経過を記載して、その相違ないことを証するため、ここに署名する。 

             平成    年  月  日 

                                     副 議 長 

             平成    年  月  日 

                                     署名議員 

            平成    年  月  日 

                                     署名議員 
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